
8月31日（月）、株式会社AIRDO 鈴木 貴博 社長に対して、「航空
産業政策意見交換会(仮称)」の開催、ならびに「令和9年度予算概算
要求・税制改正要望」に関わる要請をおこないました。
鈴木社長からは「航空連合の要請は、波及効果が大きいものが多く

賛同している。とりわけ今後は、グラハン分野の人材確保に向けて、
ソフト面でどのような取り組みを進めていくことができるかが重要な
課題である。」との受け止めが示されました。
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～「航空連合の要請は波及効果が大きいものが多く賛同」～

AIRDO鈴木社長に政策要請を実施！

左から）ユニオン エア・ドゥ滝谷委員長、航空連合 小林会長、鈴木社長
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